
◇令和4年度水道事業会計決算

A B

※割合については端数処理の都合で合計などが整合しない場合があります。

　水道事業は、地方公営企業法に基づき独立採算で経営を行っており、収益的収支と資本的収支に分

けて予算を管理しています。

収益的収支
（金額は税抜き）

水道水を作りみなさんに供給するための収入と支出です。令和４年度は
７，７６７万円の純利益となりましたが、前年度と比較すると２，２３３万
円減少しています。減少の主な要因は給水人口の減少に伴う給水収益の減
や、近年の建設改良工事の増加に伴う減価償却費の増などです。

収益的収入（税抜） 決算額 収益的支出（税抜） 決算額

一般会計繰入金

その他収益

383,787千円

350,207千円

33,580千円

54,609千円

51,928千円

2,261千円

420千円

１ 営業収益

給水収益

その他収益

２ 営業外収益

長期前受金戻入

その他支出

357,467千円

89,584千円

74,570千円

193,313千円

3,258千円

3,258千円

0千円

２ 営業外費用

1 営業費用

人件費

管理経費

減価償却費等

支払利息

77,673千円　（A - B）　純利益

３ 特別利益 2千円 ３ 特別損失 0千円

438,398千円 360,725千円計 計

水俣市水道事業会計決算の概要

【お問い合わせ】上下水道局経営管理係 ☎61-1627
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B

A

※割合については端数処理の都合で合計などが整合しない場合があります。

４ 補助金 0千円

３ 負担金 計

20,628千円 56,400千円２ 繰入金 ２ 企業債償還金

1,463千円 179,104千円

資本的支出（税込） 決算額

１ 企業債

0千円 収支不足額（B - A） 152,513千円

26,591千円

５ 固定資産売却代金

令和４年度
主な建設改良事業等

【次年度に繰越】
第２、第３、第４水源次亜滅菌設備更新工事

18,876千円

【次年度に繰越】
栄橋架け替えに伴う配水管更新工事

4,000千円

【次年度に繰越】
第1水源地機械設備更新工事

15,268千円

新庁舎建設工事負担金

大園町配水管更新工事

計

4,500千円 １ 建設改良費 122,704千円

資本的収支
（金額は税込み）

浄水場、配水池、水道管などの水道施設を建設・改良するための収入と支
出です。令和４年度は収入に約１億５，２５１万円の不足が生じましたが、
留保している資金などで補てんしました。

資本的収入（税込）

59,171千円

7,643千円

4,752千円

重要給水施設給水管連絡工事
（医療センター、総合体育館）

決算額

補填財源 152,513千円
（損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額）
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◇配水量・有収水量・有収率の推移

　配水量・・・・・配水池から送った水量

　有収水量・・・・料金収入の対象となった水量

　有収率・・・・・

がっていることを表す。

◇給水人口・給水収益の推移

　　給水人口の減により給水収益は年々減少しており、平成３０年度から令和４年度までの5年間

　で約３，２８１万円減少しています。

有収水量を配水量で割った値。100％に近いほど施設の稼働状況が収益につな

5年間で給水収益は

約3,281万円(8.6％)

減少
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◇給水原価と供給単価の推移

　給水原価・・・・

　供給単価・・・・

　　給水原価を供給単価が上回っていますので、給水に係る費用が給水収益で賄えていると言えま

　す。令和４年度の給水原価については、近年の建設改良工事の増加に伴う減価償却費の増や、退

　職給付費の増が主な要因となり増加しています。

◇企業債償還金・企業債残高の推移

　　建設改良事業にかかる財源については、国庫補助金や他会計繰入金等以外は自主財源で賄って

　おり、他人資本（企業債）の減少に努めています。平成２８年度熊本地震で被災した庁舎の建て

　替えに伴い令和元年度から令和４年度まで災害復旧事業債を借り入れたため、企業債償還金は増

　加していますが、過去に借り入れた企業債の償還完了等により企業債残高は減少しています。

水道水１㎥あたりの製造単価。年間の水道水を作るために要した、薬剤費、動力

費、施設維持管理費などの費用を有収水量で割った値。

水道水１㎥あたりの販売単価。年間の水道料金収入を有収水量で割った値。

【給水原価の内訳】
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◇施設の老朽化等の状況

　　有形固定資産のうち償却資産の取得価格に対して減価償却済の割合を計算することにより、

　資産を取得してからどの程度経過しているのか（老朽化度合）を把握することができます。

　　全国平均50.88％（総務省公表：令和3年度決算分）と比較して施設の老朽化度合は低いと

　言えますが、将来、更新時期が集中しないよう計画的な更新に取り組んでいきます。

　　管路の経年化率は法定耐用年数を超えた管路の割合です。全国平均22.30％（総務省公表：

　令和3年度決算分）と比較して古い管路の割合は少ない状況にあると言えますが、全ての管路

　のうち耐震管に更新している割合（耐震化率）は22.9％であり4分の1にも満たない状況です。

　安定的に水道水を供給できるよう、水道施設再構築計画に基づき耐震管への更新を進め、災害

　に強い水道施設として機能強化を図っていきます。

建物

建物付属設備

構築物

機械及び装置

車両運搬具

工具、器具及び備品

資産区分
有形固定資産
減価償却率

備考

有形固定資産

草刈機、漏水探知機など

ポンプ室、滅菌室、倉庫など

施設照明設備など

送配水管、配水池、貯留槽など

ポンプ設備、変圧器、制御盤など

公用車

45.25%

56.07%

45.16%

42.92%

54.53%

73.50%

78.68%

有形固定資産減価償却率

管路の経年化率・耐震化率
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